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校長室より 

校 長  松 井 幹 夫 

 
１．２学期のスタート 

台中日本人学校に元気な子どもたちの声が戻ってきました。３７日間の長い夏休み、一人の大きな事故も

なく無事子どもたちを迎えることができました。キリッとひきしまった一人ひとりの子どもたちの顔を見て、

「どの子も、一回り大きく逞しくなった」と感じました。様々な体験をし、無事に夏休みを過ごすことがで

きたのは、保護者の皆様のお陰だと心より感謝しています。 
子どもたちにとって、２学期は実りの多い学期です。各学部の校外学習、校内水泳記録会、学習発表会、

小学部修学旅行、マラソン大会、餅つき大会など成長のための大きな行事、教科の学習を高めていく各学年

の行事などが計画されています。勉強にも一段と熱が入る学期です。そして、一番成長する学期です。教職

員一同、ゆとりを持って、子どもたちの学習や生活に目配りや心配りを心がけ、『明るく・楽しく・健やかに』

をモットーにした「安全・安心」で『心の居場所』となる学校づくりに努めます。どうか充実した２学期に

なりますよう、ご支援・ご協力をお願いいたします。 
 
２．学校清掃のお礼 

８月２７日（土）には、ＰＴＡ会員の皆様、日本人会婦人部の皆様をはじめ多くの方々に参加していただ

き、校舎・体育館・運動場周辺の清掃を行いました。一か月以上使用していなかった校舎内外が見違えるほ

ど美しくなりました。また、多くの子どもたちも参加し、皆様方と協力しながらいつもの清掃活動以上に一

生懸命働いてくれました。その姿から、来週から始まる２学期に向けて、自分たちが学ぶ学校を美しくし、

気持ちのよい新学期を迎えようとする意気込みがひしひしと感じられました。きっと、「愛校心、勤労・奉仕」

の気持ちも育ったことでしょう。 
多くの皆様方の参加・協力、本当にありがとうございました。 
本日、美しくなった校舎で、８名の新しい仲間を迎え、新学期がスタートしました。 
きっと、新しい仲間も台中日本人学校の生活に早く慣れ、気持ちのよい学校づくりに努めてくれることでし

ょう。 



３．学校の工事について 

 夏休みに、学校では次のような工事が行われました。 
 ① 運動場の東西の防球ネットの全面張替え工事。 
 ② 各教室の壁面及び廊下・階段等の補修と塗り替え工事。 
  子どもたちの健康に配慮した水性塗料を使用していますので、ご安心ください。 
③ 男子トイレの間仕切りの補強工事。 
④ 防犯対策強化のための監視カメラ、赤外線センサー、モニターカメラ等の増設工事。 
 ⑤ 安全対策のための校地周辺の塀を高くする工事。  
 ①・②・③の工事は完了しましたが、④・⑤の工事は継続中で、９月末の完了予定です。 
 学校は、施工業者を通じ、作業員に子どもたちの安全には万全の注意を喚起するよう伝えております。ま

た、休憩時間等には、教職員で子どもたちの安全に十分配慮をいたします。どうかご家庭におかれましても、

子どもたちへ、安全に対する言葉掛けをしていただければ幸いです。 
現在の台中日本人学校は、１９９９年９月２１日に発生した台湾大地震により、多くの人々の善意でこの

地に建設された学校であるということを通して、子どもたちに日頃「学校を愛する心」即ち『愛校心』を指

導していますが、時として教室・廊下等に落書きを見ることがあります。今後も、子どもたち、保護者の皆

様、教職員にとって、いつまでも美しい愛着のある学校づくりに努めていきたいものです。 
 

４．「虫よけ剤」使用上の注意 

インターネットで次のような新聞記事を見つけました。皆さん安易に使っていませんか。小さな子どもたちの使用に

は、十分気を付けてください。  
虫よけ剤：使用上限量の明記を指導へ 厚労省 
 
 蚊などに刺されないように皮膚にスプレーしたり塗ったりする虫よけ剤について、厚生労働省は使用上限量

などの注意を添付文書に明記するよう、各メーカーに対し指導することを決めた。虫よけ剤の主成分である「デ

ィート」は毒性が低いとされ、薬事法に基づく副作用の報告はない。しかし、欧米では安全性について再評価

が行われており、国民生活センターからも消費者がより安全に使用するため、使用上限量などの具体的表示の

指導を求める要望が出されていた。 
 厚労省は、海外で最も厳しい規制をしているカナダの「６カ月未満の子どもには使用しない」などを参考に

し、使用上限量や使用方法や使用方法などを検討し、年内には各メーカーに通知する方針。同省によると、デ

ィートを含む虫よけ剤は、国内で毎年３８００万人弱（推定）が使用している。【玉木達也】 
              「ｍｓｎ．ニュース 毎日新聞 2005年 8月 16日  11時 46分より」 
  
５．小学部児童・中学部生徒数 

【小学部】         【中学部】 
    １年生  ２０名         １年生  １１名 
    ２年生  ２２名         ２年生   ９名 
    ３年生  １９名         ３年生  １３名 
    ４年生  １５名        （中学部合計  ３３名） 
    ５年生  １６名 
    ６年生  １４名 
   （小学部合計  １０６名）       〈８月２９日現在〉 



ペンリレー 

阿里山への旅 ～森林鉄道に乗って～ 
小学部４年担任 

 

 台湾での生活も１年と数ヶ月が過ぎ、おかげさまで不自由なく暮らしています。１学期も終わりに近づいた

頃、我が家でも夏休みに「阿里山へ森林鉄道に乗っていこう」と計画を立てました。 

夏休み直前には台中校も臨時休校になるほどの大型台風５号が来て、山の方はどうなることかと心配でした。

出発２日前のテレビで、阿里山森林鉄道運転再開のニュースを見て、出発できるぞとほっとしました。 

10時33分発の特急「自強号」で台中をいざ出発と思いきや、駅のアナウンスで「自強号が苗栗でどうした

こうした・・・」と言っている。電光掲示を見ると24分遅れになっている。出発から「あれあれ」という感

じでしたが、森林鉄道への乗り換えの嘉義駅で時間を十分に取っていたので没関係(メイガンシー)、没問題(メ

イウェンティ)でした。乗ってしまえば、台湾国鉄が誇る自強号。嘉義までの快適な１時間でした。（夜のテレ

ビニュースで、遅れた理由は苗栗付近で列車に投石がありガラスが割れたためとわかりました。） 

１日に２本あるうちの午後の便、嘉義駅発13時30分の「阿里山号」で森林鉄道の旅が始まりました。線路

の幅も狭く、客車は自強号をふたまわり以上も小さくした、かわいらしい列車でした。パンフレットによると、

阿里山森林鉄道は木材を運ぶために日本統治時代に日本人によって建設されたもので、全長71.4kmで標高差

約2200mを３時間半かけて結んでいます。今では、クーラー・リクライニングシート付きの観光用の鉄道とな

っています。 

列車の旅の楽しみは、車窓の風景と運転がないので安心して飲めるビール

です。嘉義駅を出発してから14kmは平野部の鉄道で、民家の軒先をかすめ

るように走ります。のんびりとした田園風景の中を列車もゆっくりと進んで

いきます。車窓からは大人の頭よりもっと大きいジャックフルーツや、形が

いかにも熱帯のものだなぁというドラゴンフルーツが実をつけている様子

を初めて見ることができました。クーラ付きの車両でしたがやはり台湾の夏

は暑い。効きが弱く汗をかく、汗をかけばビールを・・・。 

途中の竹崎駅から山間部の鉄道になります。列車は急な勾配を右に左にと

急カーブで登っていきます。車内アナウンスで「第１・・・、第２・・・」といっているので、下の方を見て

みると走ってきた線路がはるか下の方に見えました。急勾配を登るために３重のループをえがいて高さを稼い

でいるそうです。平地での熱帯林から、ビンロウやしやバナナなどの亜熱帯林、そして杉や檜などの温帯林へ

と変わっていく植物の様子もおもしろいものです。標高が上がるにつれて、気温も下がります。暑いなと思っ

ていた車内も冷えすぎるほどになってきました。終点の阿里山駅で降りた時

は、「涼しい、快適」と大喜び。台中・嘉義の暑さでまいっている体には、

これだけでも阿里山に来た甲斐がありました。ホテルの出迎えのバスでチェ

ックイン。 

２日目は、３時50分のモーニングコールで始まりました。前日にフロン

トでチェックした４時30分発の祝山線の列車で祝山へ出かけます。祝山で

のご来光見物は阿里山観光のハイライト。長袖シャツにウィンドブレーカー

を着込んでも肌寒い中、ホテルのそばの沼平駅へ着くとすでに多くの人が。

阿里山駅からの列車は立って乗っている人もいるほどの大にぎわい。20分

ほど、まだ暗い中を列車は登っていきます。ごった返す改札を出て、階段を

 
 
 
 
 
 

阿里山駅に到着 

 
 
 
 
 
 

 

ご来光 



上ればそこは展望台。ここでご来光を待つ人も大勢います。私たちは、階段を上がってから左手に進み、さら

に10分ほど登った祝山山頂の観日楼で待機。うっすらと明るくなった空は快晴。正面には台湾最高峰の「玉

山」をはじめとする山々。時間とともに変わっていく山の色、空の色。最高のロケーションでした。そんな中、

現地の観光ガイド扮した土産物屋の兄ちゃんのユーモアを交えた説明に他の観光客は大喜び。「日本人も来て

いる・・・」みたいなことを言って私たちを指さした時は、ちょっとビックリ。５時32分、山ぎわから一筋

の光がさしてきました。見る見るうちにまぶしくなってきます。すばらしい自然のショーで満たされた気持ち

で、６時発の列車でホテルへ戻りました。 

朝食後チェックアウトし、「阿里山森林レジャー区」へのハイキングです。阿里山とはこの森林レジャー区

の一帯を指しているそうです。さすが台湾でも一流の観光地です。遊歩道・

案内板がきれいに整備され、見どころでの案内表示には日本語もありまし

た。吉野桜をはじめとする日本の草木や、日本統治時代に植林された杉の

木々、まるで日本の山の中にいるような気持ちになりました。木もれ日が

幻想的な雰囲気を醸し出しています。日本人によって伐採された檜の切り

株が年月を経て、不思議なアートになっています。巨木群歩道に進めば、

数々の樹齢千年から二千年の檜の大木。たっぷりと森林浴を楽しみ、気持

ちもスッキリ。寺や廟、記念碑などが点在するコースをのんびりとまわっ

て、約２時間のハイキング。その後、阿里山駅近くのビジターセンターへ。 

駅周辺の土産物屋街でのんびりと過ごした後、13時18分発の列車で下山です。ここでもちょっとしたアク

シデント。切符の座席番号を確認して座ろうとしていると、後ろから来た人が「号車番号、座席番号は・・・」

みたいなことをいっている。お互いの切符を見せ合って「同じだ！」、ダブルブッキングでした。まわりの人

は「どうした、どうした・・、しょうがないなぁ～」そんな感じでした。その人が車掌に話をして、他の空席

に移ってもらって一件落着。台湾の人たちの穏やかさ、親切さに触れることができました。トラブルが起きる

のも旅先でのいい思い出です。 

来た線路を列車は下っていきます。昼に飲んだビールのせいで途中まで記憶はありません。嘉義まで戻ると

そこは現実の世界。列車を降りるとむっとした熱気。山上へと戻りたい気持ちでした。台中までの帰りの列車

はと時刻表を見ると、１時間後の自強号。駅のそばのバスターミナルに行くと、発車まで約20分。帰りはバ

スで台中まで帰ることにしました。台中に到着し、１泊２日の旅行も無事終わりました。 

さて、この文章を読んで阿里山に行きたくなりましたか。今回の阿里山観光のポイントは、１つめが森林鉄

道、２つめがご来光、そして３つめはハイキング。我が家ではあの天然の涼しさが忘れられずに、暑いうちに

また行きたい場所となりました。また、３月から４月にかけて、桜のお花見ができます。春休みも出かけられ

たらいいなと思っています。阿里山は絶対オススメです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
整備の行き届いた遊歩道 



ペンリレー 

「夏休みの宿題」      
 

中学部主任 
 
長い夏休みも終わり、今日からいよいよ２学期です。台中校の児童・生徒の皆さんは、どんな夏休みを過ご

されたのでしょうか。前回のペンリレーで紹介された、Ｓ先生の小学・中学・高校時代の楽しく充実した夏休

みのように、きっと心に残る夏休みとなったことでしょう。 
 さて、私にとって夏休みというと、楽しかった思い出もたくさんありますが、それ以上に「夏休みの宿題」

にまつわる事件が今でも鮮やかに思い出されます。今回はその一つをこのペンリレーで書かせていただきます。 
 

【占領された私の部屋・・・小学４年生】 
  
『夏休みの友』、『絵日記』そして『読書感想文』・・・まだまだたくさんあったような夏休みの宿題。私の

一番の悩みの種は『理科の自由研究』でした。 
 四苦八苦しながら、まるで科学者になったようにテーマを決めました。（そのころ理科を苦手としながらも、

自伝で読んだエジソンやキュリー夫人のような科学者になることが私の夢でした。） 
 
小学生の頃は、『せみの１週間』『朝顔の観察』『雲の研究』『色々なせみの鳴き声』等色々と研究しました。

何よりも一番熱中したのが、『カビ』の研究でした。朝食のパンや夕食のご飯などを、こっそりと自分の部屋

に持って帰りカビの成長を毎日絵日記にして観察を続けました。１週間もたつと部屋中がカビで覆われていき、

カビに占領されていました。カビの観察で、赤カビ、青カビ、黒カビなど見たことのないカビを発見したり、

まるで自分が科学者になったつもりで、一日中部屋でカビを繁殖させ、カビの成長を毎日楽しみにしていた記

憶があります。 
しかし、あまりにもカビの観察に夢中になり過ぎて、自分がカビの菌で覆われていたのに気づかず、まして

家中にカビの菌が飛んでいる実態をわかっていませんでした。家にある食べ物が、いくら夏とはいえすぐにカ

ビが生えると、母からものすごい勢いで叱られました。そして、研究をするにも家族の協力なしではできない

ことを子ども心に理解し、科学者になる夢をあきらめました。 
 
夏休みに夢破れた私を救ってくれたのは、理科の先生でした。カビの観察結果をまとめた表を見て、よく頑

張ったと誉めて頂いた時の嬉しかった気持ちは今でも忘れません。 
そして、二学期、新たな夢を胸に抱き、楽しく過ごしたように思います。 
台中日本人学校の２００５年の２学期も、児童・生徒そして保護者の皆さんと楽しく笑顔で、パワフルに夢

と希望を抱きながら頑張っていきたいと思います。 
 
 
 
 
 



図書紹介 

 
小学校高学年の国語の教科書に、椋鳩十の「大造じいさんとガン」（五年下）と宮沢賢治の「や

まなし」（六年下）があります。 

小学校の文学教育は作者研究ではないので、作者の細かな情報について特に調べる必要はあり

ません。でも、同じ作者の他の作品を読むと、それまでには気づかなかったことに気がつくこと

があります。 

 

例えば、椋鳩十の作品には単に動物が多く出てくるばかりでなく、粗筋が非常によく似たもの

があります。「大造じいさんとガン」と一緒に「片耳の大鹿」や「月の輪熊」などを比べて読む

と、それに気付きます。 

宮沢賢治については少しタイプが違います。あまりにも有名なお話ですが、「夜だかの星」「注

文の多い料理店」「なめとこ山の熊」などは、粗筋は違っていても、どこか共通したものがあり

ます。 

その他宮沢作品は、「どんぐりと山猫」「気のいい火山弾」「虔十公園林」などを読んでも、ま

た別の共通点を発見することができます。「雨ニモ負ケ

ズ」を思い出しながら、これらの作品を読むのもよいで

しょう。 

 

椋鳩十も宮沢賢治も、その作者の作品をいくつも読む

ことで、作者の住んでいた場所や考えたことが、なんと

なく分かることがあります。 

 

小学校高学年になったら一人で読み進めることができます。小学生のうちに是非読んでおいて

ください。中学生でも、未読の人は是非読んでみてください。 

「そんなら、こう言いわたしたらいいでし

ょう。このなかでいちばんばかで、めちゃ

くちゃで、まるでなっていないようなの

が、いちばんえらいとね。ぼくお説教でき

いたんです。」 
  ～「どんぐりと山猫」裁判の場面より 


